
 

 

 

 
新たな家庭学習モデル創出事業の成果 

モデル校の取組から明らかになってきた改善のポイント <取組編②> 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

－家庭学習改善のための情報－ 教学指導課 NO.９ 

平成 2８年 1月発行 

※ 家庭学習の改善を進めている学校の工夫を紹介しています。参考にご覧ください。 

Ａ 授業と関連付けた家庭学習にする。 

Ｂ 家庭学習の内容について子どもたちが確実に理解したかを評価し、補充指導を行う。 

Ｃ 子どもたちが自分で見つけた課題に取り組む家庭学習にもチャレンジさせる。 

Ｄ 小中連携して９年間を見通して家庭学習を考える。 

Ｅ 子どもたちとともに家庭学習の内容や方法を考え、見直しをしていく。 

   << 具体的な取組例 >> 

・中学校区の合同職員会において、９年間

を見通した「家庭学習の手引き」を検討。

保護者の声を踏まえ、冊子だった手引き

を簡潔に 1枚にまとめた形式にして再度

作成。（右図参照） 

・中学校区で共通の家庭学習についてのア

ンケートを実施して、現状を共有。 

・家庭学習を含めた家庭での過ごし方を親

子で考える週間を、中学校区で同時に実

施。保護者の声を改善に生かす。 

改善のポイント Ａ，Ｄ型 

中学校区で小中共通の家庭学習の型を   

示しているＪ中学校 

○改善の取組の具体例 

・検討委員会（中学校区の小中の研究主任が

中心）において、統一した指導ができるよ

うに、中学校区の学習スタイルを作成。 

・学習スタイルには、「はじめ・なか・おわり

を基本とした授業の進め方」、「授業に臨む

ルール」、「家庭学習の進め方」を示し、カ

ラー版を全家庭に配布。 

○今後検討すること 

・提出が目的になっているいわゆる４点セッ

トを見直し、内容や提出の仕方について全

職員で検討し改善。 

自分で計画を立てて自主学習に取り組むこと

ができるよう工夫しているＫ小学校 

○これまでの取組 

・年間３～４回、１週間単位で自主学習を行

う期間を定めて実施。 

○改善の取組の具体例 

・「自主学習の日」を月に３～４回設定して、

日常的に自主学習に取り組む意欲を高める

ことを目指して実施。 

・「自主学習の日」までに、児童が自分で計画

を立てて、それに対して担任がチェックし

てアドバイスを実施。 

・事後、実際にどんな内容をどのように学習

したかを評価。 

改善のポイント Ｂ，Ｃ型 

学年 小１･２年 ･･･ 中３年 

声がけ例 はっきり読めたね。 ･･･ あなたのことを 

応援しているよ。 

 

内

容 

習慣化 宿題を必ずやる。 ･･･ 自分の力でやる。 

復習 たしかめをする。 

九九、漢字、筆算 

･･･ 苦手分野の復習 

総合テスト対策 

自主 読書、調べ学習 

家の人に聞く。 

･･･ 受験勉強 

漢検・英検に挑戦 

９年間を見通した家庭学習の手引き（概略） 


